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３
月
の
町
議
会
定
例
会
で

田
中
辰
也
町
長
が
示
し
た

本
年
度
の
施
政
方
針
の
一

部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
政
方
針

一
戸
町
長
田
中 

辰
也

産業の振興と
仕事を創出するまちづくり
▶農地と用排水施設の整備を進め、生産性

の向上と労力の軽減。▶一戸夢ファームで

の新規就農者の確保。▶合理的な飼料生産

供給を図る新たな TMR センター整備やク

ラスター事業を活用した飼料生産機械導入

支援。▶一戸らしい魅力的な道の駅の検討。

▶世界遺産登録関連の事業展開と、グッズ

やお土産品の開発を支援。▶新たな工業団

地用地確保に向けた工場適地調査。

人が集まり地域が活力に
あふれるまちづくり
▶まちづくり懇談会を通じ地域と行政が共

に考え、解決のため行動していく「地域活

動プラン」の策定を促し、主体的な取り

組みを支援。▶移住定住支援では農業分野

以外の産業の取り組みを加速。移住パンフ

レット作成や首都圏・仙台市などで開催さ

れる各種イベントでの PR 活動により移住

希望者との接点をつくり、関係機関と連携

し相談窓口などの受入体制構築。

将来を担う
人材を育むまちづくり
▶奥中山中学校体育館の耐震補強と修繕。

▶町内全小中学校へのタブレット端末導

入の検討。▶二戸学区唯一の総合学科校

である一戸高校独自の活動や各種派遣研

修などを支援。また、「一戸高校総合学科

の魅力づくりに向けた企業・高校・行政

連携会議」を通じて地元就職を望む生徒

に対し、地域企業で実践的な学習の場を

創出。▶通学費助成への対象拡大を検討。

生活しやすい環境が
充実するまちづくり
▶関屋地区子育て支援住宅の建設（秋ご

ろを予定）。▶空き家などの管理・活用に

向けた「空き家等対策計画」を策定。▶

「ごみの出し方分別辞典」の内容を見直し、

新たに各戸配布。▶町営火葬場の移転に

ついて、候補地周辺の住民説明会を実施。

▶本年度に、旧焼却場の煙突を解体。▶

機能別消防団員を新たに消防団員に加え、

地域防災力の向上につなげる。

元気で健やかに
暮らせるまちづくり 
▶「幼児教育・保育の無償化」の対象にな

らない幼児の第 1 子の保育料を児童手当

の月額以下、第 2 子以降無償化継続。▶

保育所・児童館・学童クラブにエアコンを

設置。▶障がい者福祉は、相談支援員を 1

人追加、障がい福祉サービス事業所間の連

携強化。▶介護事業所の人材確保対策の実

施。▶町育英会奨学金制度で返還義務を免

除する職種に歯科衛生士を追加。

歴史や文化を
活かすまちづくり
▶世界遺産登録推進活動の継続と、ボラ

ンティアガイドなどの各団体・関係機関

と協力した普及啓発の取り組み。▶御所

野遺跡周辺の駐車場を含めた一帯の機能

分担や観光客の円滑な誘導体制の再構築

などを進める。▶「伝統的工芸品月間国

民会議 全国大会 in 岩手」や県外の物産展

などで鳥越の竹細工や木工品などの伝統

工芸品の周知を図り、継承につなげる。

地
域
に
応
じ
た
活
動
を
展
開

　
御
所
野
遺
跡
を
含
む「
北
海
道・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界

遺
産
登
録
へ
の
各
事
業
、
農
畜
産

業
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
、

公
共
施
設
の
修
繕
な
ど
、
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。

　
解
決
に
向
け
、
町
内
の
豊
か
な

農
地
や
林
地
な
ど
、
大
地
や
自
然

か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
を
最
大
限
に

生
か
し
、
産
業
を
形
成
し
所
得
を

得
て
い
く
た
め
の
施
策
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
町
内
に
は
御
所
野
遺
跡
な
ど
多

く
の
文
化
財
が
あ
り
、
さ
ら
に
環

境
の
中
で
培
わ
れ
た
竹
細
工
な
ど

の
工
芸
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
生
か
し
、
保
存
・
継
承
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
町
の
魅
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
風
力
・
小
水
力
や
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
自
然
を
生
か

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
地
と
し
て
、
周
辺
市
町
村
と
共

に
都
市
部
と
の
連
携
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
人
的
物
的
交
流
を
密
に

し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
と
共
に
産
業

育
成
に
寄
与
す
る
諸
施
策
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
成
長
の
た
め
に
、
妊
娠
か

ら
子
育
て
期
ま
で
学
校
教
育
を
含

め
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
の
構
築

を
行
い
ま
す
。
同
時
に
、
高
齢
者

が
生
き
が
い
を
持
ち
、
障
が
い
を

持
つ
人
た
ち
も
能
力
に
応
じ
生
き

生
き
と
、
互
い
を
尊
重
し
あ
い
な

が
ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
新
た
な
総
合
計

画
に
基
づ
き
諸
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
が
、
計
画
の
策
定
に
意

義
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
目
標
達
成
に
向
け
計
画
を
実

行
し
、
検
証
を
行
い
、
必
要
が
あ

れ
ば
修
正
し
、
そ
の
上
で
次
の
取

り
組
み
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
総

合
計
画
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有

し
、
共
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
総
合
計
画
を
実
り
の
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
職
員
と
共
に
地
域

に
入
り
、
地
域
事
情
に
精
通
し
た

町
民
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
、
地
域

に
応
じ
た
活
動
を
展
開
し
実
効
性

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
、

人
々
が
集
い
、
先
人
か
ら
の
知
恵

を
生
か
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め

多
く
の
人
を
引
き
付
け
る
活
気
あ

る
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

町 の ３ つ の 基 本 理 念
➊みんなが生き生きと繋がって賑わいをつくり出しているまち
➋みんなが自然や文化がもつ魅力を引き出しているまち
➌みんなが安心でき、これからも暮らし続けたいと思うまち
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総
合
計
画
は

ま
ち
づ
く
り
の
指
針

　
こ
れ
か
ら
の
一
戸
町
を
ど
の
よ

う
に
作
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
方

向
性
を
描
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
も
の
が
「
総
合
計
画
」

で
す
。大
学
教
授
や
産
業
関
係
者
、

教
育
関
係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

一
戸
町
総
合
計
画
審
議
会
に
よ
っ

て
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
の
「
基
本
構
想
」
と

し
て
は
、
お
よ
そ
30
年
後
に
ど
の

よ
う
な
ま
ち
を
目
指
す
の
か
を
表

し
た
「
基
本
理
念
」
と
、
そ
れ
を

実
現
す
る
取
り
組
み
の
方
向
性
を

示
し
た
「
基
本
目
標
」
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
30
年
後
を

想
像
で
き
ま
す
か
。
例
え
ば
、
現

在
の
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
町

の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
は
、
次

の
世
代
が
生
ま
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
幅
広
い
想
定
が
で
き

る
年
数
と
し
て
、
30
年
と
設
定
し

て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
未
来
を
拓
く

　
社
会
状
況
の
変
化
や
個
人
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、
価
値

観
の
変
化
に
よ
り
、
ま
ち
が
抱
え

る
課
題
も
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、産
業
振
興
、福
祉
、

防
災
対
策
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
解
決
し
、
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
行
政
だ

け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
地
域
住
民
や
学
生
・
企
業
・
団

体
な
ど
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、「
み

ん
な
が
生
き
生
き
と
繋
が
っ
て
賑

わ
い
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
ま

ち
」「
み
ん
な
が
自
然
や
文
化
が

も
つ
魅
力
を
引
き
出
し
て
い
る
ま

ち
」「
み
ん
な
が
安
心
で
き
、
こ

れ
か
ら
も
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思

う
ま
ち
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
を

柱
と
し
て
、
多
く
の
課
題
解
決
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
力
の
さ
ら
な

る
活
用
方
法
を
探
り
、
新
た
な
一

戸
町
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
作

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

未来の カタチ
第 6 次 一 戸 町 総 合 計 画 始 動。
平成 31年度から始まる新たな総合計画が策定されましたの
で、その概要を紹介します。

総合計画の詳しく

は町 HP で公開し

ていますので、ご

覧ください。

基本構想

１．みんなが生き生きと繋がって賑わいをつくり出しているまち
基本理念

３．みんなが安心でき、これからも暮らし続けたいと思うまち
２．みんなが自然や文化がもつ魅力を引き出しているまち

基本目標

　御所野遺跡や旧朴舘家住宅等の有形文化財や神楽など
の無形文化財の保存、伝統工芸の継承などに取り組み、
まちの魅力として歴史や文化を生かすまちづくりを進め
ます。

４．歴史や文化を活かすまちづくり

２．人が集まり地域が活力にあふれるまちづくり
　移住・定住や地域資源を活用した交流の拡大、自治
会などの行事や地域活動の活性化などに取り組み、人
が集まり地域が活力にあふれるまちづくりを進めます。

３．産業の振興と仕事を創出するまちづくり
　農林畜産業、商工業や観光業などの各分野で、後継
者の育成、商品の磨き上げや販路拡大などに取り組み、
産業の振興と仕事を創出するまちづくりを進めます。

５．元気で健やかに暮らせるまちづくり
　医療の確保、社会福祉や子育て支援の充実、地域での
健康活動の向上、個々の健康管理の徹底などに取り組み、
元気で健やかに暮らせるまちづくりを進めます。

６．生活しやすい環境が充実するまちづくり
　道路、情報通信基盤、上下水道などのハード面の整備、ご
み処理、交通、消防防災体制などのソフト面の整備に取り組
み、生活しやすい環境が充実するまちづくりを進めます。

　学校の内外で協力しあう学習支援やキャリア教育の
充実、スポーツ少年団や生涯学習などの活動を通じた豊
かな人間性とコミュニケーション能力の育成などに取
り組み、将来を担う人材を育むまちづくりを進めます。

１．将来を担う人材を育むまちづくり

　総合計画を策定するにあたり、無作為に
抽出した町内の 600人（10代 100 人、20
代以上 500 人）を対象にアンケート調査を

アンケートを実施
実施しました。
　アンケートにご協力いただいた皆さん、あ
りがとうございました。

総合計画の構成

　計画期間は平成 31年度から平成 38年度
までの 8か年とし、必要に応じて見直すた
め前期と後期それぞれ 4か年に分けます。

　

平
成
31
年
度　

 

　

平
成
38
年
度　

 

平成 34年度

基本構想

前期 後期

第 6 次一戸町総合計画

　平成 30年度に一戸町第 5次総合計画が終
了し、平成 31年度から新たに一戸町第 6次
総合計画がスタートしました。

第 5 次
総合計画

第 6 次
総合計画
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学校教育の充実
▶学校教育の役割は「いちのへの次代を担う『人
づくり』」です。これからの多様な社会で生活
するためには「5つの力（読む、聞く、書く、
話す、考える）」を幼児教育から初等・中等・
高等教育を通して育成する必要があります。「一
の教育」の成果を土台とし幼保・小・中がさら
に連携を深めながら、人との関わり合いの中で
の資質・能力の育成を一戸町の教育の柱として
いきます。▶中学２、３年生の希望者を対象に
実施している英語検定、漢字検定および数学検
定の検定料の補助について、漢字検定に替えて
日本語検定を採用し理解力の向上を図ります。
▶「いちのへふるさとＰＲ大使」の活動を中学
校にも広げ、子どもたちの自尊感情の育成を行
います。▶奥中山中学校の体育館の地震対策お
よび老朽化対策を耐震補強工事と併せて、31
年度の卒業式までに行います。▶みたけ支援学
校の奥中山校と小中学校との交流に加え、特別

支援教育のさらなる充実を図り、その活動を奥
中山地区から町全体へ広げていきます。▶ＩＣ
Ｔ環境の整備については、30年度中に体育館
や教室などの無線ＬＡＮ環境を整えました。今
後も次期学習指導要領の実施を見据え、タブ
レットや大型提示装置の導入などＩＣＴ環境の
段階的な整備を進めていきます。

地域文化の振興
▶「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界文化
遺産登録を見据え、文化庁などと協議を続けな
がら国がユネスコへ提出する推薦書やイコモス
現地審査に向けた準備を進めます。さらには登
録実現に向けた機運をさらに加速し、広げてい
くために４道県全体や岩手県、周辺市町村、関
係機関と連携を取りながら、保存管理体制や環
境整備等の国内推薦決定後の対応を見据えた準
備を進め、「御所野遺跡世界遺産登録推進協議
会」など各団体と連携するなど、町民によるバッ
クアップ体制を充実させます。▶今後も町民
の読書要望に応えるため、蔵書の充実に努め
るとともに、レファレンスサービスや、関心
が高い企画展示や講座の開催、乳児期からの
読書推進を目的としたブックスタートやブッ
クスタートプラス事業など、多様な活動を展
開するとともに、さらに利用者の利便性を向
上させ、図書館の利用推進を図ります。

生涯学習の推進
▶近年の社会情勢の変化などを背景に、一人
ひとりの価値観や学習ニーズも多様化してい
ますが、これに応えることで、町民に学ぶ楽
しさや交流することの喜びを体感してもらい、
人と人とのつながりによって地域の活性化を
図り、まちづくりに生かせるよう、「いちのへ
町民セミナー」や「そよかぜ学級」などの各
種事業により生涯学習の機会を提供していき
ます。▶子どもたちの育成には、学校・家庭・
地域の連携が不可欠であることから、教育振
興運動のさらなる取り組みと、教育の原点で
ある家庭教育に大きな関わりを持つ PTA と連
携した家庭教育学級の実施などに、必要な支
援をしていきます。▶子どもたちが安心安全
に過ごせる場所である「放課後子ども教室」
をさらに充実させるため、地域の方々の協力
や学童クラブとの連携を図りながら、体験・
交流活動も実施していきます。

教育長施政方針

一戸の教育
３月の町議会定例会で中嶋敦教育長が示した本年度の施政
方針の一部をお知らせします。

　
町
の
振
興
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
を
け
ん
引
す
る
人

材
の
育
成
が
重
要
で
あ
り
、
町
発

展
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
自
ら
生
き
抜
く
力
を
身
に
付

け
、
一
戸
の
未
来
を
切
り
拓
く
う

え
で
、
教
育
の
果
た
す
役
割
は
極

め
て
大
き
く
、
町
民
の
教
育
に
対

す
る
関
心
、
期
待
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、「
一

戸
町
教
育
大
綱
」
や
「
第
８
次
一

戸
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和

の
と
れ
た
人
間
形
成
と
い
う
教
育

目
的
の
実
現
を
図
る
た
め
、
中
長

期
の
展
望
に
立
ち
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
学

校
教
育
、生
涯
学
習
、地
域
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

スポーツ振興
▶自分の健康は自分でつくるをモットーに、幼
児から高齢者まで誰もがスポーツを体験できる
機会の充実を図るため、既存施設を積極的に活
用し、関係団体・地域との連携をとりながら、
健康づくり教室や各種スポーツ大会などの実施
および支援を行い、日常的に体を動かす習慣が
定着するよう努めていきます。▶障がい者ス
ポーツについては、障がい者と健常者が一緒に
参加できるペタンク大会が開催されています。
今後も障がい者スポーツの支援に取り組んで
いきます。▶ 2020年には東京オリンピック・
パラリンピックが開催されることから、ホスト

タウン登録を行い、他の国や地域のオリンピッ
ク選手などと事後交流を行うことにより、町全
体のスポーツ振興を図ります。▶なぎなたにつ
いては、平成 30年度も全国大会での優勝者を
はじめ、多くの入賞者を出すとともに、一戸高
校では、初めて全国大会の団体試合に出場する
など、これまでのなぎなた普及の取り組みの成
果が着実に出てきています。平成31年度には、
一般から中学生を対象とした東北・北海道ブ
ロックの大会が当町で開催される予定です。普
及活動の継続、指導者の養成、競技力の向上に
努め、「なぎなたの町一戸」を目指します。

Educatio
n

ICHINOHE   89   2019 年 4 月号



◎会計一覧
◎ 31 年度の主な事業　（新）は 31 年度の新規事業

事業名 金額 費目

ホームページリニューアル事業（新） 648万円

総務費御所野遺跡世界遺産登録推進PR事業（新） 1,004万円

公衆無線 LAN機器等更新事業（新） 941万円

介護職員等確保対策事業費補助金（新） 555万円

民生費障害者自立支援給付費 6億 1,500 万円

保育所等エアコン設置事業（新） 876万円

新卒者ふるさと就職支援事業補助金 360万円 労働費

いわて地域農業マスタープラン実践支援
事業費補助金（園芸等事業） 3,930 万円

農林費

農山漁村地域整備交付金 1億 1,078 万円

事業名 金額 費目

アンテナショップ管理運営委託費 2,093 万円

商工費工業団地発掘調査事業（新） 503万円

乳製品等地域産品普及・販路拡大事業 506万円

町道整備事業 4,500 万円

土木費橋梁改修事業 9,800 万円

県営街路事業 4億 4,284 万円

奥中山中学校屋内運動場耐震補強等事業（新） 7,910 万円

教育費縄文遺跡群世界遺産登録推進シンポジウ
ム事業（新） 436万円

一戸幼稚園エアコン設置事業（新規） 175万円

■町民一人当たりの歳出予算

　　　およそ 64 万 1,512 円です
　民生費：約 17 万 5,658 円
　公債費：約 7 万 9,115 円
　総務費：約 7 万 1,196 円
　土木費：約 7 万 8,512 円
　教育費：約 6 万 9,643 円
　ほか　：約 16 万 7,388 円

※平成 31 年 3 月 31 日現在の人口 12,377 人で算出

歳出 歳入

予算
31平成 年度

　
田
中
町
長
と
中
嶋
教
育

長
の
施
政
方
針
を
具
体
的

に
実
行
す
る
た
め
、
町
で

は
、
次
の
と
お
り
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

特
別
会
計

国民健康保険事業 15億 4,533 万円 15億 6,133 万円 ▲ 1,600 万円 ▲ 1.0%

土地取得 853万円 860万円 ▲ 7万円 ▲ 0.8%

農業集落排水事業 8,121 万円 8,163 万円 ▲ 42万円 ▲ 0.5%

下水道事業 2億 8,808 万円 2億 9,725 万円 ▲ 917万円 ▲ 3.1%

個別生活排水処理事業 5,060 万円 5,043 万円 17万円 0.3%

後期高齢者医療 1億 4,087 万円 1億 4,129 万円 ▲ 42万円 ▲ 0.3%

水道事業会計（支出） 7億 3,010 万円 5億 8,890 万円 1億 4,120 万円 24.0%

合計 107億 8,472 万円 101億 8,843 万円 5億 9,629 万円 5.9%

会計名 31 年度予算額 30 年度予算額 対前年度

一般会計 79億 4,000 万円 74億 5,900 万円 4億 8,100 万円 6.4%

歳入を構成比順に見ると、地方交付税が

37・４％で最も多く、次いで町税20・１％、

県支出金 14・２％、国庫支出金８・２％

となっています。

歳入に占める自主財源比率は 28・０％と、

前年度から１・１ポイント減少しました。

歳出の構成比は、民生費（障がい者福祉、

高齢者福祉、児童福祉などに関するお金）

が 27・４％と最も多く、次いで公債費（借

金の返済）が 12・３％、土木費（道路・

住宅などの整備、維持管理）が 12・２％、

と続いています。

慎
重
な
財
政
運
営
を

　
31
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算

は
79
億
４
０
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
６・
４
％
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
町
の
自
主
財
源
の
一

つ
で
あ
る
町
税
が
、
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
高
森
高
原
風
力
発
電
所
の

固
定
資
産
税
相
当
額
の
増
加
を

１
億
２
９
１
５
万
円
見
込
ん
で
お

り
、
15
億
９
６
０
９
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

依
存
財
源
の
多
く
を
占
め

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

29
億
６
７
３
３
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
入
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
財
政
調
整
基
金
（
町
の
貯

金
）
を
お
よ
そ
１
億
４
７
１
３
万

円
取
り
崩
し
ま
す
。

　
歳
出
は
、
御
所
野
遺
跡
の
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
事
業
の

強
化
と
、
お
も
て
な
し
体
制
の
充

実
を
重
点
項
目
に
掲
げ
て
い
ま

す
。

　
多
様
な
広
報
媒
体
の
活
用
や
登

録
を
祈
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
認
知
度
向
上
と
観

光
客
の
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
が
縄
文
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
す
た
め
、
小
中
高

生
の
博
物
館
入
館
料
を
無
料
と

し
、
世
界
遺
産
登
録
へ
向
け
て
町

全
体
の
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
の
観
点
で
は
、

地
方
債（
借
金
）の
新
規
発
行
は
、

前
年
度
よ
り
約
１
億
１
４
９
０
万

円
抑
制
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

で
は
、
４
月
か
ら
税
率
改
正
を
行

う
こ
と
で
、
赤
字
を
解
消
し
健
全

な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
町
の
財
政
運
営
は
国

か
ら
の
地
方
交
付
税
に
大
き
く
影

響
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
国

の
財
政
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
慎

重
な
運
営
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

歳出
79 億

4,000 万円

議会費（1.4％）
1 億 1,209 万円

総務費（11.1％）
8 億 8,120 万円

民生費（27.4％）
21 億 7,412 万円

衛生費（8.5％）
6 億 7,301 万円

農林費（7.7％）
6 億 1,105 万円

商工費（2.8％）
2 億 2,528 万円

土木費（12.2％）
9 億 7,174 万円

消防費（5.3％）
4 億 1,762 万円

教育費（10.9％）
8 億 6,197 万円

公債費（12.3％）
9 億 7,921 万円

その他（0.4％）
3,271 万円

町税（20.1％）
15 億 9.609 万円

歳入
79 億

4,000 万円

諸収入（3.3％）
2 億 6,139 万円

繰入金（2.9％）
2 億 2,722 万円

その他（1.7％）
1 億 3,898 万円

地方交付税（37.4％）
29 億 6,733 万円

県支出金（14.2％）
11 億 2,756 万円

国庫支出金（8.2％）
6 億 4,796 万円

町債（7.2％）
5 億 7,230 万円

その他（5.0％）
4 億 117 万円

22 億 2,368 万円　28.0％

57億 1,632 万円　72.0％

自主財源

依存財源
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総
務
課
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総
務
部
長
兼
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長
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
併
任　
仁
昌
寺 

信
一

総
務
部
付
課
長
（
二
戸
広
域
派
遣
）　
間
下 

日
出
夫

課
長
補
佐
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
併
任　
武
田 

昭
彦　

副
主
幹　
中
村 

祥
子

副
主
幹
兼
庶
務
係
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
、
議
会
事
務
局
書
記
併
任

久
保 

亜
希
子

財
政
係
長　
中
村 
誠　

消
防
交
通
係
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
併
任　
福
田 

栄
樹　

総
務
課
付
係
長
（
後
期
高
齢
派
遣
）　
田
村 

真
之
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任　
山
火 

和
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主
任
（
大
槌
町
派
遣
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木
戸 
法
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主
任
（
岩
手
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派
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遠
藤 

真
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主
事　
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三
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恵
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、
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頭 

圭
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、
工
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直
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、
松
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成
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海
外 

由
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主
事
、
選
挙
委
管
理
委
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会
書
記
併
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松
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廉

ま
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づ
く
り
課

課
長
兼
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野
事
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推
進
室
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栗
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主
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兼
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所
野
事
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推
進
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來
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野
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推
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菅
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事　
平 

幸
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猪
股 

成
介
、
猪
久
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俊
介

主
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補
　
古
舘 

航
太
（
新
採
用
）

御
所
野
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推
進
室

室
長
補
佐
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ま
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づ
く
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課
長
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山
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務
町
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課
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克
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長
兼
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収
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長
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長
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主
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兼
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副
主
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兼
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泰
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淳
子
（
再
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健
師
）

主
任
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健
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田
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口 
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主
事
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戸
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派
遣
）　
赤
平 

武
毅

主
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ン
タ
ー

副
主
幹
兼
主
任
保
健
師　
地
切 

る
り
子　

主
任
社
会
福
祉
士　
昆 

広
都
史　

鳥
海
保
育
所

所
長　
下
村 

孝
子　

副
主
幹
兼
所
長
代
理　
猪
久
保 

久
美
子　

主
任
保
育
士　
西
野 

久
美
子　

小
鳥
谷
保
育
所

所
長　
松
舘 

聖
子　

副
主
幹
兼
所
長
代
理　
櫻
井 

美
紀
子　

副
主
幹　
後
藤 

育
子　

奥
中
山
保
育
所

所
長　
坂
ノ
上 

智
佳
子　

副
主
幹
兼
所
長
代
理　
鈴
木 

優
子　

副
主
幹　
高
田 

美
穂　

摺
糠
児
童
館

館
長　
大
和
田 

留
吏
子　

商
工
観
光
課

産
業
部
長
兼
課
長　
野
﨑 

貞
春　

課
長
補
佐
兼
御
所
野
事
業
推
進
室
主
査　
西
舘 

満
弥

副
主
幹
兼
主
査　
一
野
辺 

資
彦　

主
査　
土
川 

憲
亮

主
任　
小
寺 

学　

主
事　
下
村 

鷹
也

農
林
課

課
長
、
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任　
滝
澤 

修
身　

福祉部産業部

選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
係
長
、
総
務
課
管
財
係
長
併
任　
田
村 

淳　

学
校
教
育
課

課
長
兼
食
育
セ
ン
タ
ー
所
長　
上
山 

正
幸

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
、
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
併
任　
田
中 

光
弘

学
校
教
育
係
長　
澤
久
保 

貴
弘

主
事　
山
本 

由
佳

食
育
セ
ン
タ
ー

次
長
兼
係
長　
中
島 

恭
伸

一
戸
幼
稚
園

園
長　
大
道 

正
樹
（
非
常
勤
）

副
主
幹
兼
園
長
代
理　
田
山 

久
美
子

主
任　
松
田 

景
子

生
涯
学
習
課

課
長
兼
中
央
・
一
戸
地
区
公
民
館
長
兼
体
育
館
長　
上
里 

透

課
長
補
佐
（
生
涯
学
習
・
社
会
体
育
・
文
化
担
当
）
兼
文
化
係
長　
松
尾 

暢

課
長
補
佐
（
文
化
財
担
当
）
兼
文
化
財
係
長　
中
村 

明
央

生
涯
学
習
係
長
兼
中
央
・
一
戸
地
区
公
民
館
係
長
　
荒
屋
敷 

雅
章

社
会
体
育
係
長
兼
体
育
館
管
理
係
長　
常
前 

昌
浩

主
任　
西
村 

美
香

主
事
補
兼
学
校
教
育
課
主
事
補　
杉
澤 

美
佳
（
新
採
用
）

鳥
海
地
区
公
民
館

館
長　
坂
本 

光
男
（
非
常
勤
）

小
鳥
谷
地
区
公
民
館

小
鳥
谷
地
区
公
民
館
主
任
、
小
鳥
谷
支
所
主
任
兼
姉
帯
支
所
主
任
併
任

東
野 

政
美
（
再
任
用
）

奥
中
山
地
区
公
民
館

館
長
、
奥
中
山
支
所
副
主
幹
併
任　
柴
田 

忠
幸

世
界
遺
産
登
録
推
進
室

室
長　
田
中 

猛

室
長
補
佐
兼
御
所
野
縄
文
公
園
館
長
補
佐
、
御
所
野
事
業
推
進
室
主
査

併
任　
久
保
田 

太
一

主
任　
菅
野 

紀
子

御
所
野
縄
文
公
園
館
長
兼
推
進
監　
高
田 

和
徳
（
嘱
託
）

退
職

稲
葉 

秀
俊
（
総
務
部
長
兼
課
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
併
任
）

小
野
寺 

俊
勝
（
学
校
教
育
課
長
兼
食
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

東
野 

政
美
（
小
鳥
谷
地
区
公
民
館
副
主
幹
、
小
鳥
谷
支
所
副
主
幹
兼

姉
帯
支
所
副
主
幹
併
任
）

課
長
補
佐
（
農
業
振
興
担
当
）、
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼
農
政

係
長
併
任　
亀
山 

正
信

課
長
補
佐
（
林
務
・
畜
産
・
農
村
整
備
担
当
）
兼
農
村
整
備
係
長　

中
村 

秀
樹

農
業
振
興
係
長　
宮
守 

努　

林
務
係
長　
山
火 

清
明　

畜
産
係
長　
篠
畑 

恵
司
　

主
査　
下
谷 

悦
夫
（
再
任
用
）

主
事　
石
倉 

徹

主
事
補　
中
田 

凪
旺
（
新
採
用
）

地
域
整
備
課

建
設
部
長
兼
課
長　
畠
山 

保
夫　

主
幹　
向
井 

修
二　

課
長
補
佐
兼
御
所
野
事
業
推
進
室
主
査
兼
国
土
調
査
係
長　
清
川 

誠
幸

管
理
係
長　
石
嶋 

義
昭　

土
木
技
術
係
長
兼
農
林
課
技
師　
樋
口 

圭
輔　

都
市
計
画
街
路
係
長　
東
澤 

信
幸　

建
築
住
宅
係
長　
清
水 

栄
二　
　

主
事　
田
村 

幸
久　

技
師
補　
田
村 

亨
太

水
環
境
課

課
長　
田
頭 

博
文　

課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
兼
御
所
野
事
業
推
進
室
主
査　
山
井 

英
智　

副
主
幹
兼
主
任
技
師　
湊 

尚
美　

総
務
係
長
兼
業
務
係
長　
磯
嶋 

邦
彦　

生
活
環
境
係
長　
野
村 

源
幸　

下
水
道
係
長　
藤
井 

啓
明　

主
任　
田
村 

肇　

主
事　
大
道 

一
馬
、
馬
林 

文
弥
、
蛇
沼 

孝
乃
信

会
計
課

会
計
管
理
者
兼
課
長　
西
舘 

輝
彦　

課
長
補
佐
兼
出
納
係
長　
片
野 

優
子

主
事　
東
森 

早
紀
恵

議
会
事
務
局

事
務
局
長
、
監
査
委
員
事
務
局
長
併
任　
下
村 

慎
悦　

事
務
局
長
補
佐
兼
議
事
係
長
、
監
査
委
員
事
務
局
書
記
併
任　

佐
藤 

代
和

農
業
委
員
会

農
地
係
長　
田
中 

桂
介

産業部教育委員会 建設部会計課

一戸 職員新体制町
人事異動

4 月 1日からの各課の職員配置をお知らせします。

 

新
採
用
職
員
紹
介

まちづくり課
古舘 航

こ う た
太

▶主な業務

各種統計、イ

メージキャラ

クターの管理、

国土利用計画

農林課
中田 凪

な お
旺

▶主な業務

町営牧野、家

畜 伝 染 病 予

防、 緑 化 推

進

生涯学習課
杉澤 美

み か
佳

▶主な業務

放課後子ども

教室、子ども

会の育成、就

学援助

議会農委選管
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皆さんの地域や職場の話題などありましたら、広報担当
☎ 33-2111（内線 213）までお気軽にご連絡ください。 T o w n  T o p i c s

まちの 題話
乳製品を使ったメニュー 2 品を新開発製品をさらにおいしく乳

　女性酪農家で構成される奥中山楽農女子
会や乳製品製造者らで構成される乳製品研
究会（中嶋瞳会長）は 2 月 28 日、乳製品
を取り入れた新メニュー 2 品の試食会を
町民文化センターで開きました。多彩なメ
ニューが披露され、田中辰也町長など関係
者 36 人がそれぞれの味を確かめました。
　会場では、まろやかで素材の味が生かさ
れた牛乳すきやきや、かわいらしい見た目
で手軽に食べられる「パングラタン」の新
メニュー 2 品に加え、既存の簡単海鮮ピ
ラフ、トマトシャーベット、ミルクプリ
ンの計 5 品がテーブルに並べられました。
中嶋会長は「自宅で家族で楽しめるように
レシピを簡単にし、公開もしています。乳
製品のさらなる販路拡大が目的」と期待を
込めました。

➊

➊開発の中心となった奥中
山楽農女子会のメンバー。
➋どのメニューにも乳製品
がふんだんに盛り込まれて
いた。➌各メニューを試食
する関係者たち

留学生が御所野遺跡で意見交換
界の視点で、御所野を見る世

　外国人の観光客への対応を探る「多文化共生地域づく
りワークショップ（県国際交流協会主催）」が 3 月 20 日、
御所野縄文博物館で開かれました。岩手大と盛岡大の留
学生 5 人が同館職員やガイドの案内で御所野遺跡や縄
文文化などに理解を深めるとともに、改善点などを示し
ました。同博物館では、昨年に英語ガイド講座を実施す
るなどインバウンド対応への充実を図っています。

御所野遺跡を支える会会員の説明を熱心に聞く留学生たち

大道タケさん満 100 歳
つまでも、お元気でい

　大正 8 年生まれの大道タケさんは 3 月 20 日、めで
たく満 100 歳を迎え、田中辰也町長らが花束や記念
品を贈り、長寿を祝いました。タケさんは侍村出身、
現在は特別養護老人ホーム慶寿園で過ごしています。
以前は旦那さんと一緒に農業で生計を立てていまし
た。息子の正志さんは「とにかく元気。畑に出るのが
好きで、日中は家にいなかった」と振り返りました。

家族や施設の職員、友達に囲まれ、100 歳のお祝いを迎えたタケさん

日幸運輸、優秀安全事業所表彰
全運転に大きく貢献安

　日幸運輸有限会社（西舘日幸取締役社長）が交通違
反や事故が少ない事業所として、2018 年第 3 期の優
秀安全運転事業所表彰で最高賞となるプラチナ賞に選
ばれました。表彰式は3月8日に二戸警察署で行われ、
西舘取締役社長と運行管理者代表の來田勉さんが高橋
明弘署長から表彰状を受け取りました。第 3 期の県
内受賞事業所は 43 事業所、プラチナ賞は 8 事業所。

表彰状を手にする西舘社長㊧と來田さん㊨

町交通指導隊、発足 50 周年
意新たに、さらなる歩み決

　町交通指導隊（松田豊隊長）が昭和 43 年 4 月の発
足から 50 周年を迎え、2 月 9 日に町民文化センター
で記念式典が行われました。関係者約 30 人が出席し、
松田隊長は「多くの隊員たちがつないできた活動の成
果。今後も町の安全・安心のために取り組みたい」と
あいさつ。長年隊員として活動し退任した人や隊員ら
に田中辰也町長から感謝状が手渡されました。

町長から感謝状を受け取る隊員

一戸町公営塾でものづくり体験
くる、彩る、楽しむつ

　ペイントとタイルでキーフック作り（一戸町公営塾
主催）が 3 月 21 日、コミュニティセンターで行われ
ました。児童 19 人が参加。各地でペイント DIY とワー
クショップを行う「s

ス ム ル ル
umururu」が講師を務めました。

児童たちは木製のカッティングボードに色を塗り、カ
ラフルなタイルをボンドで貼り付け、おしゃれなキー
フックが出来上がるとうれしそうな表情を見せました。

友達と相談しながら、思い思いのキーフック作りに挑戦！

いちのへ防災セミナー
害発生、命を守れる行動を災

　いちのへ防災セミナーが 2 月 24 日、コミュニティ
センターで開かれました。約 50 人が参加し、災害へ
の備えの重要さや、近年の災害の特徴に理解を深めま
した。青森県消防学校の円山浩二副校長と NHK 盛岡
放送局天気キャスターの大隅智子さんが講師を務め

「情報を正しく把握し、命を守れる行動が大切。心配
するより行動を起こしましょう」と呼び掛けました。

マップを使い、近年の自然災害の傾向を話す大隅さん
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域づくりと一体的な介護予防」の推
進が求められています。
　地域包括支援センターでは、教室
の講師派遣や紹介、包括職員による
活動支援など、地域の実情に応じて
さまざまな教室支援をしています。
以下の活動例から自分達の地区でも
やってみたい、などありましたら遠
慮なくご相談ください。
昨年度の活動紹介
・運動公園講師による運動指導
・歯科衛生士による口腔教室
・栄養士による栄養教室
・�一戸病院作業療法士による物忘れ

　また、特定健診と同時にがん検診
も受けることが出来ます。肺がん
検診は 40歳以上、肝炎ウイルス検
診は 40、45、50、55、60、65、
70歳、大腸がん検診は 35歳以上、
前立腺がん検診は 50 歳以上の男
性、骨粗しょう症予防検診は 40、
45、50、55、60、65、70 歳 の
女性が対象です。
　特定健診も、がん検診も町民であ
れば誰でも無料で受けることができ
ます。みなさん検診を受けて、自分
の体調を確認し健康の維持を目指し
ましょう。

★保育施設開放（5 月 14 日 10:00 ～ 11:00）
鳥海保育所�☎ 32-2220　小鳥谷保育所�☎ 34-2524
奥中山保育所�☎ 35-2319　摺糠児童館�☎ 35-2316
◎子育て支援ひろばのびのび　☎ 32-3770
　平日の㈪・㈬・㈮　9：30～ 14：30
　※役場隣の旧保健センター
◎るんだ・るんだ　☎ 35-2314
　毎週㈬、隔週の㈯　10：00～ 12：00
　※中山字大塚４－６（奥中山学園内）

○まちの健康相談室
（�イコオショッピングセンター内�
☎ 33-4535）
　町の皆さんの健康相談などに応
じます。
※㈰・㈪・㈮を除き開設
　時間　10：00～ 17：00
（曜日によって異なりますが、休
止する場合もあります。）

○
内
容
の
一
例

日時 内容

�4 月
18日㈭

　�健康
　10：00～ 17：00

24日㈬
　傾聴
　10：00～ 12：00
　おはなし
　13：00～ 15：00

27日㈯ 　認知症カフェ　11：00～ 15：00

総合保健福祉センター

特定健診・がん検診で
病気の早期発見を

のことです。初期の生活習慣病は自
覚症状がないことが多く、自分では
気付きにくいため、いつの間にか病
気が進んでしまう危険があります。
　生活習慣病の早期発見に重要なの
が「特定健診」や「がん検診」など
の定期的な受診です。一戸町では現
在、春の特定健診を行っています。
対象は 35 歳～ 39 歳の町民、40
歳～ 74歳の国民健康保険に加入し
ている人、75歳以上の後期高齢者
の人、40 歳以上で生保の人です。
詳しくは健康福祉課まで問い合わせ
ください。

地域包括支援センター
予防教室
・警察署からの安心安全教室
・�包括職員による健康講話 ( 介護保
険について、認知症について、高
齢期の健康についてなど )。

住み慣れた地域で生き生き
と元気に過ごすために

　住み慣れた地
域で生き生きと
元気に過ごすた
め、介護予防に
関するさまざまな取り組みが重要
とされています。住民自身の積極
的な参加と運営による「住民主体
の通いの場づくり」を拡大し「地

　日本人の死因の約６割は、生活習
慣病です。生活習慣病とは、偏った
食生活や睡眠不足、運動不足、喫
煙、ストレスなどの積み重ねが原因
となって発症する、がん（悪性新生
物）、心疾患（狭心症や心筋梗塞な
ど）、脳血管疾患（脳梗塞やくも膜
下出血など）などのさまざまな病気

健だより
総合保健福祉センター
☎ 32-3700

News from Health保
TOWN INFOMATIONまちのお知らせと情報

お知らせ
31 年度農作業労賃標準額表を公開

～お互いが理解し合い、明るい農業経営を～
問農業委員会　☎ 33-2111　内線 271

本年度の農作業労賃標準額は下表のとおり
です。「たのむ人」「たのまれる人」お互い
が標準額を参考にし、明るい雇用が行われ
るようご協力をお願いします（この標準額
は「まかないなし」の賃金で、平成 32年
３月 31日までの農作業に適用）。

家族介護者交流会 
■日時　5月 14日㈫
　　　　10：00～ 12：00
■場所　総合保健福祉センター
■料金　100円　
認知症カフェ
■日時　�5 月 18日㈯
　　　　13：00～ 15：00　　　　
■場所　コミュニティセンター
■料金　100円
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作業区分 単位 標準額（円）

マニュアスプレッター（３㌧） 10a 4,000

耕
運
機

ト
ラ
ク
タ
ー

水田耕起 〃 4,600
代かき（荒かきも同額） 〃 5,000

畑耕起
ロータリー 〃 4,500
プラウ 〃 4,700

田植え機 〃 6,000
くろ塗り機（片側） 1㍍ 40

コンバイン
田 ※�結束ひも、自走距

離の長いものは両
者で協議

10a 15,000

〃 9,000畑（麦）
バインダー 田（結束ひも付） 〃 6,500
ハーベスタ 1時間 3,500
遊休農地管理（年2回耕起） 10a 9,500

牧草

刈取（モア） 〃 2,100
反転（ヘイメーカー） 〃 1,000
集草（レーキ） 〃 1,000
梱包（ヘイベーラー） 1梱包 100

ロールベーラー 〃 1,100（φ� 90）
1,500（φ�120）

ラッピングマシン（ラップフィル
ム付、2回巻き） 〃 1,300（φ� 90）

1,700（φ�120）
コーンプランター 10a 2,000
コーンハーベスタ 〃 7,500

②機械の部 （燃料オペレーター付き）  

お知らせ
博物館の利用方法が一部変更になります

高校生以下の入館料無料、敷地内全面禁煙に
問御所野縄文博物館　☎ 32-2652

4 月 1 日から、博物館の利用方法が一部変更に
なっています。
■小・中・高校生の博物館入館料が無料に
　学習や自由研究などのシーンでさらに利用しや
すくなりますので、ぜひ気軽にご来館ください。

■御所野縄文公園敷地内、全面禁煙
　駐車場を含めた御所野縄文公園敷地内が全面禁煙
になります。大切な文化財を守るため皆さんのご理
解・ご協力をお願いします。今後も、世界遺産登録
に向けて快適で利用しやすい環境を整えていきます。

作業区分 単位 標準額（円） 割増額（円）

水田作業※1 1 日 6,100 953
畑作業 〃 6,100 953
果
樹
せんてい 〃 8,200 1,281
一般作業 〃 6,100 953

オペレーター 〃 8,700 1,359
防除作業※2 1 時間 1,100 ―

①人力の部

※ 1　�労働時間は休憩時間を除く1日8時間。
8時間を超えたときは 1時間ごとに割
増給を支給する。

※ 2　安全防具は雇主が準備。

※�下記の標準額は、各農業関係機関と協議
し、一戸町農業委員会で決定したもので
す。



ごしょの JOMON ピクニック

　GW（ゴールデンウィーク）は
御所野縄文公園にピクニックに出
掛けよう！自然と触れ合える体験
や火おこし体験、弓矢体験など盛
りだくさんの縄文体験を用意しています。
■日時　5月 5日（日・祝）　10：00～ 15：00
■場所　御所野縄文公園

バードウォッチング

　講師の先生からコツを教わりながら、春の縄文公園
に集まる野鳥を観察します。
■日時　5月 11日㈯　9：00～ 11：00
　　　　※ 9：00に博物館エントランス集合
■場所　御所野縄文公園
■料金　無料
■持ち物　双眼鏡
■申込み　不要（当日直接）

5 月 5 日は「ごしょの」へ GO ！
塗り直した鮮やかな看板をご覧ください

国道 4 号沿いの看板をお色直し

　国道 4号に面している御所野
遺跡のカラフルな看板。今回、外
装を塗り直して鮮やかによみがえ
りました。さっそく来館したお客
さんからも「大きい看板が見えた
ので見に来ました」との声をいた
だいています。皆さんも生まれ変
わった看板をご覧になってみてく
ださい。

History
御所野縄文博物館だより

問御所野縄文博物館 ☎ 32-2652
　○休館日
　　 4/12 ㈮～ 15 ㈪、22 ㈪
　　5/7 ㈫、13 ㈪

わわわのどぉーも&ぶらぶららいぶらりぃ

お
す
す
め
の
１
冊

東日本大震災で建物も生き物も大き
な被害を受けた、久慈市の水族館「も
ぐらんぴあ」。さかなクンや多くの人
の応援を受けて、2016 年に再オー
プンするまでの軌跡を紹介する。さ
かなクンのイラスト付きのお魚図鑑
も収録。

ボ
ク
、
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ

朝
日
小
学
生
新
聞�

著
／
久
慈
地
下
水

族
科
学
館
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ�

監
修
／
さ

か
な
ク
ン�

協
力（
朝
日
学
生
新
聞
社
）

児
童
書

樹木希林さんの生前のインタビュー
や対談から 120 の言葉を選りすぐっ
た 1 冊。生きること、病気や家族に
ついてなど 8つのテーマごとに飾ら
ない言葉がつづられている。家族写
真やドラマのカットなども掲載。

樹
木
希
林　
１
２
０
の
遺
言

樹
木�

希
林�

著
（
宝
島
社
）

一
般
書

コミセン▷http://ichi-culture.jp/komisen/　図書館▷http://ichinohe-lib.sakura.ne.jp
〒 028-5312　一戸字砂森 117-2 ／☎ 31-1400　FAX�31-1888

ＧＷは、ウォーキングコースを散策して春を感じよう
テニス用具や各種ボールも貸し出します

運動公園のＧＷ（ゴールデンウィーク）イベント

　ＧＷ期間（4/27 ～ 5/6）はウォーキングコースで
ウォークラリーを開催します。全員もらえる参加賞や
風船（子どものみ）をプレゼントします。家族でクイ
ズに答えながらウォーキングしよう！
　また、町外からも 2万数千本の花を求め訪れる“ス
イセンロード”は４月中旬が見頃です。まだ見たこと
のない人はウォーキングのついでに観賞してみてはい
かがでしょうか。
■コース　➊ 800㍍　➋ 1.2㌔　➌ 1.8㌔

運動公園で撮った写真を募集

　５月末まで運動公園クラブハウス内に掲示します。
■申込み　4月 24日㈬までに電話

運動したい人に用具を貸し出します

　GW期間に運動公園敷地内のみでテニス用具や長
縄跳び、各種ボールなどの用具を貸し出します。

Sports
運動公園だより
問ＮＰＯスポーツウェルネス
　☎ 33-4444　FAX　33-4445
　開館　9：00 ～ 21：00

NPO 通信 NPO 通信

　　　　　 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー & 一 戸 町 立 図 書 館 通 信　

1

イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー
▷ 4 月
ロビー
展示会 絵画教室作品展（～ 21 日）

13 土

11:00 ～ ／幼児・児童向け
としょかん映画会「げんきげんき
ノンタン『スプーンたんたんたん
／おひるね　ごろごろ』」（12 分）

14 日 9:00 ～ 絵画教室 / 一般向け

15 月 休館日

17 水 13:30 ～童謡・唱歌を楽しむ会

19 金 とことこおはなし会 / 乳幼児向け
10:45 ～（子育て支援ひろばのびのび）

22 月 休館日

24 水 13:00 ～ カラオケ倶楽部 /300 円

27 土 9:00 ～ 16:00
こども図書館まつり

28 日 9:00 ～ 絵画教室 / 一般向け

30 火 特別休館日（～ 5/2 まで）

▷ 5 月
7 火 休館日

8 水 13:00 ～ カラオケ倶楽部 /300 円

11 土

11:00 ～ ／幼児・児童向け
としょかん映画会「ぼくは王さ
ま『ぞうのたまごのたまごやき』」

（20 分）

14:00 ～　リーヴルシネマ
『風雲児たち～蘭学革命篇～』
（89 分）

12 日 9:00 ～ 絵画教室 / 一般向け

13 月 休館日

15 水 13:30 ～童謡・唱歌を楽しむ会
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運動公園マップ

注目 1
読書週間イベント「こども図書館まつり」
おはなし会や映画会、ワークショップなど盛りだくさん

　こどもの読書週間にあわせて、「こども図書館まつり」を開
催します。おはなし会や映画会のほか、ワークショップ「絵本
カバーを使ってバックをつくろう♪」（4/24 までに要申込）、
スタンプラリー deガチャポンなどを行います。また、特別展
示ではロングセラーを中心に児童書を紹介します。図書館で楽
しい時間を過ごしませんか♪
日時　4月 27日㈯　9：00～ 16：00
対象　幼児から小学生まで
問一戸町立図書館

　絵画、写真、書道など、ジャンルは問
いません。普段の活動発表の場として、
ぜひ、コミュニティセンターのロビーを
ご利用ください。
■出展料
　町内の人・団体　4,500 円
　町外の人・団体　5,500 円
　※�展示期間は出展者と相談し、決定と
なります。

注目2
コミセン・ロビーへの出展者募集中！
個人や団体の活動を多くの人に披露しませんか
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文芸 tanka・haiku 2 月短歌・俳句会　一戸町文化協会短歌・俳句部会　場所・町民文化センター皆さんからのおたより Letter

○先月号の答え
　15人
○ 先月号の当選者（応募 13通）
　�　①釜石サツエさん②コーヒー大好
き父ちゃんさん③畑山瑞穂さん

○今月号のクイズ
　Q1　�本年度の一般会計予算は？

「〇〇億4,000万円」（ヒント：
P10～11）

　Q2　�広報に関する意見感想、取り
上げてほしい人・内容などあ
りましたらお聞かせください。

○ 応募方法　　　　　　　　
　�ハガキ、またはメールに①クイズの
答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤
電話番号、⑥ペンネーム（あれば）
を記入し、下記へご応募ください。

○あて先
　〒 028-5311
　一戸町高善寺字大川鉢 24-9
　�広報クイズ係（4月 30日締切）
　メール：�kouhou@town.ichinohe.

iwate.jp

広報クイズ
一戸町の商品券が当たる

はがき、メールで！

排出量　199㌧
（町民１人１日　524㌘）

　　　ごみの量 (2 月分 )

　　　交通事故 (2 月分 )

発生件数　24件
　人身事故　 0件（死者0人）
　物損事故　24件

火災　� 0 件　救急　�5 件
　　　火災・救急 (2 月分 )

　　　人の動き 2 月末 ( 前月比 )
人口　12,511 人（－ 16）
　�男性6,006人（－14）
　女性6,505人（－���2）
世帯数　5,724 世帯（＋8）
　転入 23人��　転出 21人
　出生 1人　��死亡 19人
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田中辰也
The mayor

　

新
元
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さ
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で
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５
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か
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に
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わ
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ま
す
。
未
来
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け
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新
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感
じ
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ま
す
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総
合
計
画
で
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の
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町
民
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然
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化
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町長メッセージ message from the mayor

今
月
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マ
「
町
民
の
皆
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け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
年
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文化財巡り cultural property
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ち
の
一
つ
が
毘
沙
門

堂
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
毘
沙
門
堂
は
、
江
戸
時
代
の

初
め
、
１
６
６
３
年
（
寛か

ん
ぶ
ん文
３
年
）
に

再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
と
き
の

棟む
な
ふ
だ札
（
建
築
の
記
録
・
記
念
と
し
て
棟

木
な
ど
建
物
内
部
の
高
所
に
取
り
付
け

た
札
）
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
棟
札
を

記
し
た
桂
泉
了
純
と
い
う
人
は
、
二
戸

市
浄
法
寺
町
に
あ
る
天
台
寺
の
関
係
者

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
堂
内
に
は
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
最
も
古
い
も
の
は
毘
沙
門

堂
の
裏
山
に
あ
る
経き

ょ
う
づ
か塚（
経
典
を
土
中
に

埋
納
し
た
塚
）
か
ら
出
土
し
た
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
12
世
紀
末
ご
ろ
の
経
壺
で

す
。

　
そ
の
ほ
か
、
室
町
時
代
の
作
と
考
え
ら

れ
る
毘
沙
門
天
立
像
、阿
弥
陀
如
来
坐
像
、

地
蔵
菩
薩
立
像
な
ど
、
１
６
６
３
年
再
建

以
前
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
堂
内

に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
絵
馬
は
、
江

戸
時
代
の
も
の
だ
け
で
70
枚
以
上
を
数

え
、
県
北
地
方
で
は
、
最
大
の
絵
馬
堂
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
毘
沙
門
天
立
像
の
帯
に
描
か
れ
て
い
る

獅し

が

み
子
噛
（
獅
子
の
威
嚇
的
形
相
を
模
様
化

し
た
も
の
）
は
天
台
寺
の
舞
楽
面
に
似
た

も
の
が
あ
り
、
西
方
寺
毘
沙
門
堂
は
、
天

台
寺
と
の
宗
教
的
な
結
び
付
き
が
強
か
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
現
存
す
る
建
物
と
し
て
は
県
北
地
方
で

は
１
６
５
８
年
（
萬ま

ん
じ治
元
年
）
再
建
の
天

台
寺
観
音
堂
に
次
ぐ
古
い
建
物
で
、
し
か

も
地
方
色
豊
か
な
建
物
と
し
て
貴
重
だ
と

い
う
こ
と
で
、
平
成
３
年
３
月
に
岩
手
県

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県指定有形文化財（1991年 3月 29日指定）

「西方寺毘沙門堂」

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。

多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
！　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
昌
寺　
30
代
女
性

☆
広
報
担
当
の
私
も
、
活
躍
を
知
ら
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
話
題
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
の
に
」
と
後
悔
を
し
て

い
ま
す
。
も
っ
と
町
内
に
出
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に
触
れ
る
必
要

が
あ
る
よ
う
で
す
。
取
材
に
取
材
を
重
ね
ま
す
。
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我
が
子
も
今
、
東
京
に
い
る
の
で
す
が
、「
や
っ
ぱ
ウ

チ
（
い
ち
の
へ
）
は
落
ち
着
く
な
ぁ
と
」
し
み
じ
み

し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傘
木　
40
代
女
性

☆
古
里
の
良
さ
は
、
離
れ
て
み
て
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
雄
大
な
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
。

何
も
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
理
由
は
そ

こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。



■朝朱の湯大浴場

町民割引券について
　奥中山高原温泉と来田保養セン
ターでは、まちの皆さんが利用しや
すいよう、割引券を発行します。
　点線で切り取り、フロントなどに
提出すれば右記の料金になりますの
で、ぜひご利用ください。

♨ 奥中山高原・来田温泉　町民割引券
　　　　（広報4月号―H31.5.31 まで有効）
　　この券で、下記の温泉の日帰り入浴（入浴の
　�み）を割引金額でご利用できます。
　　　　　　　　　※本券 1枚につき 1人有効。
　　　　　　■煌星の湯・朝朱の湯
　おとな　�����100 円�引き
　こども����　�50 円�引き�
　　　　　　■来田保養センター
　　　　　　　��休館日　第１週、第３週火曜日
　70歳以上　320→ 270円
　70歳未満　430→ 380円
　小学生　　　200→ 150円

♨ 奥中山高原・来田温泉　町民割引券
　　　　（広報4月号―H31.5.31 まで有効）
　�　この券で、下記の温泉の日帰り入浴（入浴の
み）を割引金額でご利用できます。

　　　　　　　　　※本券 1枚につき 1人有効。
　　　　　　■煌星の湯・朝朱の湯
　おとな　�����100 円�引き
　こども����　�50 円�引き�
　　　　　　■来田保養センター
　　　　　　　��休館日　第１週、第３週火曜日
　70歳以上　320→ 270円
　70歳未満　430→ 380円
　小学生　　　200→ 150円

一戸町役場　☎ 0195-33-2111
〒 028-5311
一戸町高善寺字大川鉢 24-9

お 知 ら せ
皆さんの暮らしに役立つさま
ざまな情報をお届けします。

i n f o r m a t i o n

23   2019 年 4 月号

　二戸病院では、4月 1 日から神経内
科の名称が脳神経内科となります。
■変更内容　
　変更前→神経内科　
　変更後→脳神経内科
問県立二戸病院　☎ 23-2191

お
知
ら
せ

二戸病院の神経内科の
名称が変更になります

　JR東日本では、新幹線の走行安全性な
どの基礎データを収集するために走行試験
を実施しますので、ご協力をお願いします。
■区間　仙台～新青森間
■期間　5月 18日～ 10月 15日
　　　　23：00～ 5：00まで
　※日程を変更する場合があります。
問�東日本旅客鉄道株式会社　盛岡支所企
画室　☎ 019-625-4019

お
知
ら
せ

新幹線走行試験
ご協力のお願い

　町と二戸税務署では、事業者を対象と
した消費税の軽減税率制度に関する説明
会を開催します。
■日時　�5月15日㈬　10：00～11：00
■場所　�町民文化センター 2階　大会

議室
問二戸税務署調査部門
　☎ 23-2701　内線 33

開
催

消費税の
軽減税率制度説明会

　一戸町教育委員会では開かれた学校づ
くりを目指して学校公開「学校へ行こう」
を実施し、町内全校を保護者や地域の皆
さんに公開します。
　気軽に子どもたちの授業の様子をご参
観ください。ほかの地域の学校であって
も見ることができます。
　参観時は子どもたちの安全確保などの
ため、下記にご協力ください。

【参観マナー】
　授業など、教育活動の支障とならない
ようご協力をお願いします。
　授業を行っていない教室などへの出入
りはご遠慮ください。

【安全のために】
　不審者を見たときは、すぐに教職員に
ご連絡ください。

【その他】
　授業以外にも、昼食、部活動などの活
動をご参観できます。上履きを持参し、
ご来校ください。
問学校教育課　内線�503

開
催

学校公開
「学校へ行こう」

学校名 月日
一戸小学校 4月 13日㈯
一戸南小学校 4月 20日㈯
鳥海小学校 4月 20日㈯
小鳥谷小学校 4月 20日㈯
奥中山小学校 4月 26日㈮
一戸中学校 4月 27日㈯
奥中山中学校 4月 27日㈯

◉各学校の公開日

　岩手県企業局が一戸町高森高原に建設
した「高森高原風力発電所」について、
環境保全措置や事後調査の結果をまとめ
た「報告書」の縦覧を行います。
■期間　4月 17日㈬～ 5月 24日㈮
　　　　8：30～ 17：00
　　　　※土日・祝日を除く。
■場所　役場 2階　まちづくり課
問県企業局業務課　☎ 019-629-6398

お
知
ら
せ

風力発電事業の環境影
響評価報告書の縦覧

　GW中のごみ収集は下記の通りです。
二戸地区クリーンセンター（☎ 25-
5660）が稼働している時間帯は、家庭
ごみ（可燃・不燃・資源・粗大）の持ち

込みが可能です。（粗大ごみが 100円／
10㌔、それ以外は 30 円／ 10㌔）。ご
協力をお願いします。
問水環境課　内線 225

お
知
ら
せ

GW（ゴールデンウィーク）のごみ収集日程
早朝収集は 6：30 までに

月日 収集 クリーンセンター
4月27日㈯ 通常収集（小型粗大ごみの収集地区のみ）休み
4月28日㈰ 休み 休み

4月29日㈪ 早朝収集（可燃・不燃・資源）。一戸
地区は生ごみも回収。 8：45～ 14：00

4月30日㈫ 早朝収集（可燃・不燃・資源）。 8：45～ 14：00
5月１日㈬ 休み 8：45～ 12：00

5月2日㈭ 生ごみ収集
※可燃・資源・不燃は集めません。 休み

5月3日㈮ 休み 8：45～ 12：00
5月4日㈯ 休み 休み
5月5日㈰ 休み 休み

5月６日㈪ 早朝収集（可燃・不燃・資源）。
一戸地区は生ごみも回収。 8：45～ 14：00

※早朝収集は 6：30 までに出してください。

■休日急患当番医�―�診察時間9:00～ 17:00■休日当番歯科医�―�診察時間9:00～ 12:00✚ 一戸町と近隣市町村の休日当番医
月日 当番歯科医（管内） 電話 休日当番医（管内） 電話 休日当番医（岩手町） 電話
4/14 国香歯科医院（裏小路） 23-2223 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 塚谷医院 62-1155
21 渡辺歯科医院 23-2052 小野寺クリニック 46-2822 北上脳神経外科クリニック 63-3636
28 沢藤歯科医院 25-4002 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 さわやかクリニック 62-2043
29 菅原歯科クリニック 23-1180 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 佐藤整形外科クリニック 68-7240

30 小野寺歯科医院（☎33-3050）、国香歯科医院（裏小路）
（☎23-2223）、ぽっぽ歯科クリニック（☎31-1182） 沼宮内地域診療センター 62-2511

5/1
小野寺歯科医院（☎33-3050）、堀米歯科医院（☎
46-2927）、国香歯科医院（裏小路）（☎23-
2223）、ぽっぽ歯科クリニック（☎31-1182）

川村医院 23-3252 佐渡医院 62-3211

5/2 岩渕歯科医院（☎32-2238）、堀米歯科医院（☎46-2927）、ぽっぽ歯科クリニック（☎31-1182） さわやかクリニック 62-2043

5/3 こしみず歯科クリニック 33-4618 いちのへ内科クリニック 33-2701 岩手沼宮内クリニック 61-2025
4 窪島歯科医院 23-2425 齋藤産婦人科医院 23-2505 沼宮内地域診療センター 62-2511
5 菅原歯科医院 27-3301 カシオペア医院 23-3331 佐々木医院 62-2234
6 ぽっぽ歯科クリニック 31-1182 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 佐渡医院 62-3211
12 國香歯科医院（石切所） 23-2764 二戸クリニック 25-5770 塚谷医院 62-1155

※当番医は変更になることがあります。事前に電話で確認してください。

　デマンド交通「いくべ号」はGW（ゴー
ルデンウィーク）期間中、運休します。
■期間
　4月 27日㈯～ 5月 6日㈪
　※�期間中、岩手県北バスは休日ダイヤ
で運行します。

　※�根反線・平糠線の路線バス代替運行
は 4月 27日㈯のみ運行します。

問町デマンド交通　☎ 33-3000

お
知
ら
せ

「いくべ号」は連休中、
運休します

　GW（ゴールデンウィーク）中の町民
文化センター・体育館・士道館の開館時
間にご注意ください。
■開館時間
　・4月 27日㈯　9：00～ 21：00
　・4月 28日㈰～ 5月 5日㈰
　　9：00～ 17：00
　・5月 6日㈪　施設点検のため休館
問生涯学習課　内線 512、514

お
知
ら
せ

連休中の町民文化セン
ター・体育館などの利用

　4月から町税などの口座振替の金融機
関にゆうちょ銀行が追加されます。
　ゆうちょ銀行口座での口座振替を希望
する場合は、同銀行での申込みが必要に
なります。手続きの方法など詳しくは税
務町民課にご連絡ください。
問税務町民課　内線 121、122

お
知
ら
せ

町税などの口座振替で
ゆうちょ銀行を追加

私たちの学校を見に来てね！

　いわて花巻空港の定期便ダイヤが改正
されました。
　花巻空港からの国内線からは札幌、名
古屋、大阪、福岡、国際線は台北、上海
へ運行されています。国際定期便を利用

する県民の皆さん対象のお得なキャン
ペーンも行っていますので、旅行やビジ
ネスなどにぜひ、活用ください。
問県空港利用促進協議会
　☎ 019-624-6330

お
知
ら
せ

いわて花巻空港の H31 上記ダイヤが改正
県民対象のお得なキャンペーンも実施中



式終了後は、友達と楽しく談笑
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の
へ
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４
月
か
ら
広
報
担
当
を
離
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
広
報

担
当
と
な
り
３
年
。
始
め
に
何

も
分
か
ら
ず
カ
メ
ラ
を
渡
さ
れ
、

取
材
に
送
り
出
さ
れ
る
日
々
。

本
当
に
辛
く
て
逃
げ
出
し
た
く

な
り
そ
う
で
し
た
が
、「
写
真
い

い
ね
」「
広
報
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
皆
さ
ん
の
掛
け
て
く

れ
た
多
く
の
う
れ
し
い
言
葉
、

カ
メ
ラ
越
し
に
見
る
生
き
生
き

と
し
た
皆
さ
ん
の
表
情
が
私
の

支
え
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
取

材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民

の
み
な
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
耳

寄
り
な
情
報
を
教
え
て
く
れ
た

役
場
職
員
と
の
思
い
出
が
今
で

も
鮮
明
に
浮
か
び
ま
す
。
今
ま

で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
▼
担
当
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
、
ま
ち
づ

く
り
課
に
在
籍
し
ま
す
。
広
報

と
は
違
っ
た
新
た
な
立
場
で
一

戸
町
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課　
猪
久
保　
俊
介
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広報いちのへは、環境に配慮し、植物油インキとFSC森林認証紙を使用しています。

広報いちのへを
スマホにお届け

◉広報いちのへ 4月号の印刷経費は 1部 62.2 円（税込）です

　4 月は町内各地の小中学校で入
学式が行われました。一戸小学
校（紀修校長、児童 195 人）で
は、4 月 5 日に挙行され、37 人の児童が期待に胸を膨らませ、
新しい学校生活をスタートしました。式では、保護者や来賓
などに温かく迎え入れられた新入生が緊張した面持ちで入場。
背筋をピンと伸ばし、真剣な表情で式に臨みました。担任の
先生から名前を呼ばれると大きな声で返事をしていました。
式典終了後の教室には、緊張がほぐれた子どもたちの元気な
声と期待に満ちあふれた笑顔が広がっていました。

一戸小学校入学式

元気な笑顔で
新たな学校生活

START!

たくさんの友達に囲まれ、にっこり笑顔

お母さんがいなくても、先生や友達がいるから大丈夫だよ

自分の名前が呼ばれ、元気な声で「はい！」

担任の先生の話に、はじける笑顔を見せる児童

ロッカーには、ぴか
ぴかのランドセルが
並ぶ




